
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日頃より、ファミリー・サポート・センターの活動及び、子育て

支援センターの運営にご理解、ご協力頂きありがとうございます。

年間を通して、会員の育児に関する知識や技術を深めるため、定期

的な研修会を催しています。今夏、実施した研修の内容について、

簡単にお知らせいたします。 

申し込み・お問い合わせは… 

 幌延町ファミリー・サポート・センター 

  

〒098-3221 幌延町栄町７番地 2  

幌延町子育て支援センター 

(幌延町認定こども園内) 

受付時間：月～金 9：00～16：00    

TEL/町内告知端末機：5-1254 

R６年度会員数（１０月 1 日現在） 

・まかせて会員…5 名  ・おねがい会員…15 名 

・両方会員………1 名       合計 21 名  

 

※R６年度、10 月現在で、 

会員が３名増えています。 

 

R6 年度利用状況 

（10 月 1 日現在） 

・利用実績…0 件 
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 北海道大学より川田学先生をお招きして、「0・1・2 歳

のこころと体の育ち」というテーマで子育て支援センタ

ーの親子さんと座談会形式の講演会で学びました。 

 川田先生自身も２児のお父さん。大学で研究して、そ

れを学生に伝えていく仕事をしつつも、わが子の子育て

では迷ったり、悩んだりしながら試行錯誤された経験も

交えてお話し下さいました。 講演会の後、「自分の悩み

や困り感を先生に聴いてもらうなかで、周りのお母さん

たちもうなずいてくれていた。それだけで自分だけじゃ

ないんだなと思えて、ちょっとほっとした」という感想

が聞かれました。 

 名寄市立大学より石本啓一郎先生をお招きし

て、「赤ちゃんの言葉のはじまり」をテーマに講演

して頂きました。支援センターを利用されている

町内、町外の親子さんが参加しました。 

 発語につながる前段階として、赤ちゃんが『あ

った』や『みてみて』と側にいる人に対して指差

しで伝えてくることは大切なステップであること

を、映像やエピソードを交えて教えてくださいま

した。発達にははっきりと目に見てわかる部分と

わかりにくい部分があり、順番がきまっているこ

と、その順番が変わることはないことも話されて

いました。 

 
石本先生が講演の中で、低月齢児のお子さんとの 

やり取りが楽しめる一冊として紹介してくれた 

絵本です。 

「くっついた」（こぐま社）  

三浦太郎 作 

可愛らしくやさしい響きの 

言葉と絵のくり返しの 

絵本です。 

支援センターを利用される親子さんと一緒に学べ
る機会を作ることで、ファミリー・サポート・センタ
ーの周知、地域の異世代交流も図られることを願って
います。 
次年度も、道内等でご活躍されている先生をお招き

予定です。案内を確認のうえ、参加頂ければ幸いです。 

現状として、例年問い合わせや新規会員の登録は継続的にあり
ます。実際の利用については多くありません。家族や親族、友人
に子育ての援助を得られる、職場の理解が得られる環境がある様
子です。万が一の時に備えて、お守りのようにファミサポに登録
されているように感じています。 


